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鍵なpフf'.y 
今年の夏は涼しい日が続いています 

が、子どもたちにはやっぱり水あそび 

が似合います。 

（上野保育園にて） 

点
 

ル」 
一
九
六
五
年
、
数
学
の
 

論
文
と
し
て
登
場
し
た
フ
ァ
 

ジ
ー
理
論
は
、
そ
れ
ま
で
 

イ
エ
ス
か
ノ
ー
の
は
っ
き
 

り
し
た
も
の
だ
け
で
構
成
 

さ
れ
て
い
た
数
字
に
、
イ
 

エ
ス
で
も
ノ
ー
で
も
な
い
 

「
あ
い
ま
い
」
な
要
素
を
と
 

り
い
れ
た
柔
軟
性
の
あ
る
 

数
学
を
提
案
し
た
。
先
の
選
挙
結
果
は
 

右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
な
い
、
こ
の
 

フ
ァ
ジ
ー
理
論
を
思
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
 

た
▼
「
あ
い
ま
い
」
 
と
云
え
ば
聞
こ
え
 

が
悪
い
が
、
今
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
 

の
中
に
こ
の
「
フ
ァ
ジ
ー
理
論
」
 
が
活
 

か
さ
れ
て
い
る
。
 
エ
ア
コ
ン
の
自
動
室
 

温
調
整
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
浄
水
場
 

の
薬
品
注
入
制
御
や
、
仙
台
市
の
地
下
 

鉄
へ
の
応
用
が
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。
 

「
フ
ァ
ジ
ー
」
が
め
ざ
す
の
は
、
「
ち
ょ
 

う
ど
よ
い
加
減
」
 
な
の
で
あ
る
。
▼
こ
 

れ
ま
で
の
科
学
は
、
事
物
を
誰
も
が
見
 

て
も
疑
い
の
な
い
要
素
に
ま
で
還
元
し、 

そ
こ
か
ら
再
構
成
を
行
う
と
い
う
や
り
 

方
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
「
フ
ァ
ジ
ー
」
 

の
め
ざ
す
も
の
は
少
し
違
う
。
現
象
を
 

分
析
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
事
 

物
の
質
は
問
わ
な
い
で
、
先
に
進
も
 

う
と
い
う
の
が
フ
ァ
ジ
ー
の
精
神
だ
 

と
い
う
▼
総
選
挙
後
の
政
局
が
混
迷
 

し
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
れ
か
 

ら
の
国
会
を
連
立
方
程
式
を
解
く
よ
 

う
な
も
の
と
表
し
た
。
連
立
方
程
式
 

で
は
今
の
政
治
腐
敗
は
な
く
な
る
ま
 

い
。
や
は
り
フ
ァ
ジ
ー
理
論
く
ら
い
 

の
大
胆
な
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
。
 



鱗
瑚
験
姿
弧
ム
会
擦
奏
 

、
、
、
、
、
、
 

0
〕
月
・
ー
日
よ
り
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。
 

』 

ゴ
ミ
の
量
が
年
々
増
加
し
、
い
ま
ま
で
の
収
集
で
は
処
理
が
 

ー
で
き
な
い
た
め
、
収
集
日
を
変
更
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
出
し
日
を
 

』
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

ゴ
ミ
を
出
す
と
き
の
マ
ナ
ー
を
ご
存
 

じ
で
し
ょ
う
か
。
 

ゴ
、
、
、
は
「
燃
え
る
ゴ
、
、
こ
 

と
「
燃
え
 

な
い
ゴ
、
、
こ
 
に
区
分
し
て
出
さ
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 
こ
れ
が
ゴ
ミ
を
出
す
 

時
の
マ
ナ
ー
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
 

が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
 

面
倒
だ
か
ら
、
自
分
一
人
ぐ
ら
い
は
 

な
ど
の
考
え
が
は
び
こ
っ
て
い
る
の
で
 

し
ょ
う
か
。
 

燃
え
る
ゴ
、
、
、
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
 

の
が
空
き
缶
や
空
き
び
ん
で
す
。
 

焼
却
炉
を
痛
め
た
り
す
る
原
因
に
な
 

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

ま
た
「
燃
え
る
ゴ
、
、
こ
 
の
中
で
生
ゴ
 

ミ
類
は
、
必
ら
ず
水
を
切
っ
て
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
 

が
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

新 し い 収 集 日 

（燃えるゴミ） 

毎週月曜日 』： 

（変吏誓も） 

下町.大和町．東組‘中組．西組．岩屋組 

岩屋団地一上の原団地.赤池団地．板屋団地 

毎週二次曜日 

：舞 」・I・・「i.：・ ・・ 
F ’ 二 J、：'' 

稲荷町．昭和町‘本町.貴船．旭ケ丘，暁町 

車道.徳人原‘ひまわり団地，高尾団地 

高尾通り．下寿，上寿‘西寿一伏原．町営伏原 

毎週％水曜日 

馴 
西ケ丘，南町団地．南町．県営伏原，伏原町 

西町．下西町．中町団地一中町.東町．北町 

新町．下桜．上桜，朝日町‘中央台．松本町 

小藤．小藤‘i地．花U. スモスT 

日
景
事
「
 

年
曜
声
m
蕪「 

・
木
熱
驚
ヒ
 

け
週
」
一
一
」
議
 

J毎
宰
・
L
.
J
 

緑ケ丘NT.赤池NT．桜NT，生力NT.猿田 

猿畑，市場団地. 7 区．8 区．車場．吉ケ浦 

サンタウン 

毎週・金曜日 上野地区 

（燃えないゴミ） 
戸
日
舞
皇
 

ソ 

一一」一一一一一一一二一麟 

濡
‘
￥
●
静
＊
 

下町．大和町，東組‘中組．西組，岩農組 

 岩屋団地．上の原団地．赤池団地，板屋団地 

稲荷町.昭和町．本町‘貴船．旭ケ丘．暁町 

 車 道．徳人原‘ひまわり団地，高尾団地 

高尾通り‘下寿．上寿．西寿 

第2：点曜日％ 

麟，織翼 ’J宣：峯：ド 

伏原．町営伏原． 西ケ丘‘南町団地．南町 

県営伏原．伏原町，西町．下西町，中町団地 

中町．東町.北町．新町．下桜，上桜，朝日町 

中央台.松本町，小藤．小藤団地．花園 

コスモスT 

声3 土曜日 緑ケ丘NT‘赤池NT．桜NT，生力NT.猿田 

猿畑‘市場団地．7 区. 8 区．草場．吉ケ浦 

サンタウン 

第4 金曜日 上野地区 

(3 ) 
lー 

' 

ぼ
く
は
い
や
 

差
別
や
い
じ
め
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
を
終
え
て
 

×

 
私
た
ち
は
、
い
つ
も
平
和
で
健
康
的
な
生
活
を
送
り
た
い
と
願
っ
ら
 

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
人
権
尊
重
と
い
 

う
理
念
で
す
。
こ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
7
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
 

間
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
も
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
で
考
え
て
い
た
だ
い
た
こ
 

と
と
思
い
ま
す
。
期
間
中
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

ー
ー
・
ー
ー
【
；
 
ー
ー
ー
・
ー
・
・
‘
 

/
 今

年
も
県
下
一
斉
の
と
り
く
み
に
合
 

わ
せ
、
7
月
1

日
か
ら
の
月
間
中
、
町
 

内
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
講
演
会
、
 

ふ
れ
あ
い
体
操
会
な
ど
の
活
動
。
そ
し
 

て
、
小
学
校
や
中
学
校
で
は
児
童
生
徒
 

の
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
作
成
と
看
板
で
 

の
訴
え
。
テ
レ
ビ
放
送
の
実
施
な
ど
行
っ
 

て
き
ま
し
た
。
 

赤
池
町
同
和
教
育
糞
協
議
会
に
 

こ
の
機
会
に
新
た
に
同
和
問
題
を
は
 

じ
め
、
差
別
問
題
に
対
し
て
考
え
た
人
 

も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
再
認
識
 

し
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

講
演
会
の
中
で
講
師
の
む
か
い
治
英
 

さ
ん
は
「
行
動
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
 

め
る
こ
と
。
ま
ず
自
分
で
で
き
る
こ
と
 

か
ら
」
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
 

更
に
「
例
え
ば
、
空
き
缶
が
落
ち
て
 

い
る
こ
と
に
気
付
い
て
も
拾
わ
な
け
れ
 

ば
何
も
判
っ
て
い
な
い
。
 
3
回
に
1
回
 

は
拾
う
勇
気
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
気
 

付
い
た
ら
動
く
こ
と
。
 
ま
ず
や
っ
て
み
 

ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
 

今
、
私
た
ち
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
 

や
っ
て
み
る
勇
気
と
決
意
が
求
め
ら
れ
 

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

今
、
一
番
考
え
て
ほ
し
い
の
は
、
な
 

ぜ
こ
う
し
た
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
 

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
 

こ
と
で
す
。
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
い
 

ろ
ん
な
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
は
現
実
 

で
あ
り
、
そ
れ
は
大
変
悲
し
い
こ
と
で
 

す
が
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
す
。
 

真
に
差
別
の
な
い
社
会
を
一
人
ひ
と
 

り
の
力
で
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
、
重
 

要
な
問
題
で
す
。
啓
発
強
調
月
間
を
し
 

な
く
て
も
よ
い
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
 

に
、
日
頃
か
ら
「
人
権
」
 
に
つ
い
て
お
 

互
い
学
び
あ
い
行
動
し
よ
う
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
。
 

県警本部長より感謝状 
太田和男委員 大竹敏慶委員 

お
気
軽
に
ご
相
談
を
ノ
 

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
 

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
 

か
。
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
 

守
る
、
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
 

機
関
と
し
て
で
き
た
制
度
で
す
。
 

人
権
侵
害
や
日
常
生
活
で
の
心
配
ご
 

と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

【
人
権
擁
護
委
員
】
 

●
太
田
和
男
さ
ん
（
中
谷
）
 

●
大
竹
敏
魔
さ
ん
（
貴
船
）
 

7
月
4

日
の
日
曜
日
、
地
区
公
民
館
 

長
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
各
地
区
よ
り
 32 

名
の
み
な
 

さ
ん
が
集
ま
り
、
午
前
中
の
問
題
提
起
 

を
受
け
、
午
後
か
ら
の
分
散
会
を
中
心
 

に
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

地
区
公
民
館
長
の
選
出
や
継
続
、
女
 

性
の
登
用
と
男
性
の
意
識
改
革
な
ど
中
 

心
に
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。
 

多くの人が動く活動を．ノ 

赤
池
町
文
化
連
盟
（
久
原
弘
会
長
）
 

主
催
の
 
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
 
が
 

今
年
も
6
月
 29 

日
、
同
和
対
策
中
央
研
 

修
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
で
2
回
目
の
超
国
 良
さ
ん
の
 

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
胡
弓
の
演
奏
を
 

は
じ
め
、
赤
池
町
の
合
唱
団
と
の
合
同
 

演
奏
な
ど
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
観
客
 

は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

毒
潟
（
⑨
 

諸
 
題
 

初夏に澄んだ胡弓の調べ 

7
月
 11 

日
、
暑
い
日
ざ
し
の
中
、
子
 

ど
も
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

結
果
は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
女
 

子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
竹
の
子
 

子
ど
も
会
（
8
区
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

オ
ー
プ
ン
競
争
技
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
 

ボ
ー
ル
は
杉
の
木
子
ど
も
会
（
 16 

・ 17 

支
 

所
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

ソレッ いくわよ 

「
ふ
る
さ
と
の
川
を
大
切
に
」
を
ス
ロ
ー
 

ガ
ン
に
、
彦
山
川
河
川
敷
の
空
き
か
ん
、
 

ゴ
ミ
拾
い
が
役
場
職
員
の
手
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
の
作
業
で
 

ト
ラ
ッ
ク
は
み
る
み
る
ゴ
ミ
の
山
。
 

麟
蹄
メ
F
 
n
 

一
 

みんなの川です大切に 

ここにもあるばいノ 

「
わ
あ
ー
、
こ
こ
に
も
あ
る
ゾ
」
 

夏
休
み
を
目
前
に
し
た
7

月
 17 

日、 

赤
池
中
学
校
の
生
徒
が
空
き
缶
、
ゴ
ミ
 

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
 

大
き
な
ゴ
ミ
ぶ
く
ろ
を
か
か
え
た
生
 

徒
は
、
赤
池
駅
、
町
民
会
館
、
役
場
な
 

ど
の
週
辺
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
別
れ
て
活
 

動
を
し
ま
し
た
。
 

福
岡
県
警
察
本
部
長
か
ら
、
岩
城
辰
 

美
さ
ん
（
中
町
）
へ
警
察
協
力
者
と
し
て
 

7
月
1

日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

岩
城
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
、
少
年
 

非
行
防
止
と
健
全
育
成
活
動
を
行
っ
て
 

お
り
、
今
回
の
表
彰
に
な
っ
た
も
の
で
 

す。 

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
 

ま
す
。
 



り
 
新
し
い
農
業
委
員
 

く
 
決
ま
が
ま
麟
一
た
二
。
 

順
不
同
敬
称
略
 

o
安
武
丞
治
（
薬
王
寺
）
o

木
村
幸
治
（
8
 

の
1
)o

高
林
政
敏
（
8

の
5

)o

谷
昭
治
 

（
草
場
）
o

浦
田
章
三
（
大
谷
）
o

大
久
保
 

和
仁
（
山
崎
）
o

田
中
久
夫
（
市
津
）
o

松
 

葉
末
広
（
原
）
o

平
元
一
三
（
大
浦
）
o

世
 

良
庄
七
（
堀
田
）
o

以
上
は
選
挙
に
よ
る
 

人
で
す
。
今
回
は
定
数
ど
お
り
で
し
た
 

の
で
立
候
補
者
全
員
当
選
で
し
た
。
 

o
小
松
春
義
（
大
浦
）
o

高
林
篤
（
8
の
3
) 

o
平
元
光
年
（
堀
田
）
以
上
は
議
会
推
せ
 

ん
で
す
。
 

o
浦
田
鷹
彦
（
常
福
）
田
川
農
業
協
同
 

組
合
推
せ
ん
で
す
。
 

o
池
田
幸
道
（
中
組
）
下
田
川
農
業
共
 

済
組
合
推
せ
ん
で
す
。
 

財団法人福費県市町村振翼機舞 
平
成
6
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
 

．
募
集
科
目
（
全
日
制
2
年） 

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
 
50 

名
 

情
報
シ
ス
テ
ム
科
 
50 

名
 

．
対
 
象
 
高
等
学
校
卒
業
（
来
年
3
 

月
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以
 

上
の
学
力
の
あ
る
人
。
 

．
願
書
受
付
お
よ
び
選
考
日
 

平
成
5
年
 10 

月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
 

7
回
に
分
け
て
募
集
し
ま
す
。
 

．
問
い
合
わ
せ
 

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

カ
レ
ッ
ジ
（
直
方
市
植
木
）
容
0
9
4
 

9
2
1
3
局
0
2
0
0
番
ま
で
 

g
" 

一
福
岡
県
警
察
官
ン
・
』
一
 

婦
ソ
人
敬
夢
察
』
賞
．
を
募
一
集
「
 

田

川

警

察

署

 

．
第
一
次
試
験
日
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2年連続優勝ノ 

→I川市郡対抗囲碁大会― 

例年にまさる熱戦を勝ち 

抜き、 2 年連続優勝という 

快挙を成し遂げました。 

7月例会成績 

優勝者 

Aパート 

焼山文明さん 

B /fート 

仲山正時さん 

C'fート 

縄田一郎さん 

D パート 

木村正弘さん 

8 月例会 

8月8日回9 :30~ 17:00 

場所町民会館和室 

× 中村会長よりノ 

（高 尾） 

（石 松） 

（市 場） 

こどもの歌 A 
作詞・作曲募集‘ノ 

P93童謡まつりin赤池」実行委 

員会では、今年も新しい子どもの 

歌を募集します。 

上手でなくてもかまいません。 

あなたらしい、素直な歌、かわい 

い歌を待っています。 

●内 容 

。「おとなの部」 と 「子どもの部」 

に分かれています。 

。「作詞」と「作詞・作曲」部門が 

あります。 

。こどもの生活を中心とした作詞 

および作曲の作品で、だれでも 

すぐに親しめる歌にしてください。 

．しめ切り日 

9 月24 日（金）当日消印有効 

●応募先・問い合わせ 

赤池町教育委員会（町民会館） 

谷28一4100 
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このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 

。田川市美術館 

収蔵品展（収蔵した作品の公開） 

8月3日～22日 

。NHKのど自慢公開放送 

（生放送）8月8日12時15分～13時 

（再放送）8月9日15時10分～ 

※観覧は予約者のみ 

方城町 

成人式 

8月15日10時～中央公民館 

糸田町 

下田川子どもスポーッ大会 

8月29日8時30分～ 

町民グラウンド他 

香春町 

。盆おどり大会一役場前広場 

8月15日19時～16日午前9時 

。ふれあい朝市ー役場前広場 

毎週日曜日8時～10時 

赤 村 

ザ・夏まつり 

8月22日（日）16時～ 

（バザー・コンサート・盆踊り・打上花火） 

川崎町 

成人式 8月16日10時～ 

勤労青少年ホーム 

大任町 

盆おどり花火大会 

8月18日19時30分～ 

農協横広場 

添田 町 

。ふれあい広場盆おどり花火大会 

8月12日困19時30分～ 

そえだサン・スポーツランド 

（雨天の場合は8月16日） 

。成人式 9時～ 

添田町民会館 

保健婦ださり 

成
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鉄→血色素をつくる 葉酸→造血促進 
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で
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容
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一
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8月福祉センターの行事 
。休 館 日 2 日、9 日、15日、16日、23日、30日 
。お盆休み13日、 14日 

。心配ごと相談日 7 日、27日（午前11時～午後3I430分まで） 
。健康相談日 10日（午前10時30分～午後2時まで） 

。仏教講演会 お休みします。 
。演 芸入館者の方へ自由に舞台を 

提供しています。 

。福祉バス運行夏休み期間（7月21より8月31日 

まで）は日曜・祭日運行となります。 

でゲートポール場も自由にご利用下さい。（ナイター可）ノ 

レバー類、海草 
ほうれん革など 
の緑黄野菜、干 
ぶどうなどの干 
果、ごま 

貧血予防にすぐれた食品 

レバー“類、干した 
くだもの、ほうれ 
ん車、アスパラガ 
ス、キャベツなど 

ピタミンC →鉄の吸収 I たんぱく質 
血色素をつく 

レバー類、かきなど 
の貝類、粉乳、チ”ズ、 
那黄、魚の血合肉など 

車
廿
缶
ビ
ー
ル
 90 

本
o

田
川
市
柏
木
商
 

店
廿
缶
ジ
ュ
ー
ス
 90 

本
 

」」麟 一
 個人事業税の第1期納期は8月31日までです。田川県税事務所 

緯I舞 
一
」
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(6) 

し尿汲取り料金が 

改定になりました

今回の改定は前回（平成2年）の改定から3年 

ぶりの改定で、諸物価の高騰、人件費の上昇等 

の理由から、田川地区の各市町村との足並みを 

考慮し、下記のとおり改定することになりまし 

た。財政再建の期間中であり、住民のみなさま 

には厳しいものがありますが、ご理解をお願い 

します。 記 

●改定時期 9月1日から 

●改定後の料金 1荷（36. ）当 400 円 

（現行 360 円）役場衛生係より 

お盆のゴミ、し尿の 

収集にっいて 

●ゴミ収集 平常どおり収集します。 

●し尿収集 14日出、15（日）、 16日（月）、 17日（火） 

は休みです。 

お盆前は混みますので、早目に処 

理されるようお願いします。 

8月は老齢福祉年金証書 

を提出する月です

老齢福祉年金を受けている人は、 8 月期の年 

金を受け取ったら、 「年金証書」 を年金係へ提 

出してください。 「年金証書」が提出されなかっ 

たり、遅れたりしますと次回からの年金の受け 

取りが大幅に遅れる場合もあります。忘れずに 

提出しましよう。 

※印かんも忘れずに／（届出印） 

わすれないで 

児童扶養手当の現況届

8月11日から9月10日まで、現況届の提出期 

間です。 

●受付場所 役場福祉係 

お盆も診療します 

田it陀区休日救急医療センタ―

’診療日 8月14日仕)、 15日（日） 

及び科目 昼、9時～11時・13時～16時30分 

（内科、小児科、外科） 

夜、18時～22時30分 

（内科、小児科） 

※保険証は忘れずに持ってきてください。 

●問い合わせ ft 4 5-7 1 9 9 （救急医療センター） 

あなたも参加しませんか 

救急の日のっどい‘93 

●い っ 9月9日（木） 13 : 00'-

●と き 田川青少年文化ホ一ノレ 

●内 容 

◇イべント 「田川地区消防音楽隊の演奏」 

◇映画「主な急病とその処置」 

◇講演「私のマラソン人生」 

講師・君原健二 九州女子短期大学教授 

◇その他 

蘇生法や救助救護の講習や訓練があります 

’問い合わせ 田川保健所総務課ft44-0666 
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